映画レポ　「白バラの祈り」　2006.2.19（Sat）

新聞や雑誌で広告を見つけ、ネットで調べ、興味を持った「白バラの祈り」　ゾフィーのけなげな姿に世界中の人がすすり泣いたというのでどんな映画なのだろうと思い、見てみることに。ネットでの評価はほとんど5に近くて、かなり期待をしながら見に行った。

実話をもとにした映画で、主人公であるゾフィーは兄のハンスとともに反ナチ運動を行っていた。学生の抵抗運動を巻き起こそうと大学にビラを巻くが、見つかって逮捕されてしまう。

そのゾフィーが裁判で死刑判決を受けて処刑されるまでの五日間を描いた話。

詳しくは公式サイトに譲る。

http://www.shirobaranoinori.com/
―で、全体的な感想としては、う～ん、たしかにいいんだ、いいんだけど。ゾフィーの強い信念、葛藤、そして祈り・・それはとてもよく伝わってきた。

しかし。しかし、何かが足りない。何が足りないのか。説明が足りないのだ。

どうしてそのような信念を持つに至ったのか、兄が自白したのはなぜか、そして私が一番気になったのはどういう法律のどういう条文がどのように適用されてあのような結末になったのか、というところですな。取調官モーアが「禁固か死刑」、っていっていたけど、最初はどっちかわからないためゾフィーが死を覚悟したのがいつなのかがわからないのですよ。それがないといまいち伝わってくるものが伝わってこないというか・・・その机の上の赤い本（=法律書）を開いて見せろ！！って感じでした（笑）

それと展開が非常に早いんですね・・もう少し説明がほしい。私はある程度前提知識持って行きましたのでわかっていたんですが、何も知らないで行った人はわからなくなってしまうのでは・・と感じました。
―まあ全体としてはそんな感じで、あと細かいところ見ていきたいと思います。

◎“厳しい取調官”モーア

広告にはどれも「モーアの厳しい取調べ」・・・なんて書かれていましたがほんとに厳しかったんでしょうかあの人（笑）たしかによく怒鳴ってるけど、それだけで、ちっとも怖くないんですね。（爆）むしろ私にはゾフィーを気遣ういいおじさんに見えました。（笑）コーヒー入れてもらってるし・・！思ってたより嫌味な感じもしないし。おまけに、一対一の取調べなんですよ。ほら、日本だとけっこう数人いたりするみたいじゃないですか。一対一だったら心理的にもそこまで厳しくはないと思う。

◎刑務所の待遇

最初はあぁ暗そうなところに入れられて・・・と思っていたのですが。

いやいや。すごい待遇いいじゃないですか。（爆）
だってちゃんと話し相手がいるじゃないですか。おまけにあのベッド。枕もふとんもフカフカですよ？（笑）

そして。ゾフィーが食べてたドイツパンが非常に美味しそうでした。（笑）
えぇぇ！！あんないいもの食わしてもらってんのかよ！！

日本の監獄だったらあの待遇・・・ありえないと思う。

すなわち日本のＫ察はゲシュタポよりひｄ・・！（強制終了）
◎取調べ
なぜ兄が自白したのかわからない。兄の取調べ状況なども少し見せる必要があったのではないか。いや、そもそもあれでは本当に自白したのかすらわからないな。もし自白してないのだとすればこれは刑訴における偽計による自白の論点になりうるだろう。（笑）そしてまた、共犯者の自白だけしかなかったら有罪とできるか・・共犯者の自白と補強証拠の問題にもなりうる。

なんかついついそんな視点で見てしまうわたくしでした（笑）

しかしゾフィーあそこまでがんばったのに諦めるの早くないか・・・たとえ兄がなんと言おうともここまできたのなら最後までシラをきってほしかった・・！（爆）それに「自分が助かるために仲間を売るなんて・・」みたいなこと言ってたけど・・・

仲間を売るなんて・・・仲間を・・・

仲間いるって言っちゃってるじゃーん！！（がびーん）
ダメだよそれを言っちゃぁーーーー！！と思わず突っ込んでしまった。

◎裁判

逮捕から5日目でスピード裁判・・・！！！おいおーい。日本の法律だったらまだ勾留期間の半分しか経ってませんぜダンナ！！（爆）

ハイルヒットラー！って自然体でやってるところが空恐ろしい。狂気の裁判長の尋問。すぐに終わって次へ。弁護人は弁護する気なし。
「それでは最終弁論に入る」って・・・オイもう最終弁論かよ！！早すぎだろ！
なんていうかもう、うちらが授業でやってる模擬裁判なみのスピード裁判でした。
そんなんだったら我々にだってできるわ！（爆）
なんか途中から逮捕された人、クリストフ・・っていうんだっけ？裁判のときにいろいろ言い逃れをしようとしていて、なんかその姿がハン城で関羽に降参した干禁を思い出させました。その瞬間彼のあだ名は干禁に決定。（爆）それに比べ、ゾフィーはあくまで狂気裁判長に対しても自分の意志を貫き通していて。棺をかついで戦場に赴いたホウ徳に通じるカッコよさを感じました。ここで首を切られる以上の名誉はない・・！と言って死んでいった、漢の紀信・ショウ公に通じる胆力ですな。（なぜそういう例えしか出てこない（笑））
結局ゾフィー・ハンス・干禁の三人は死刑を宣告されてしまう。

それにしても、一番堂々としていたゾフィー。自分の信念を貫くために死を選ぶ・・・！！あれはすごい。

虎は死して皮を留め、人は死して名を残す・・・というやつでしょうか。

ゾフィーは終始漢（おとこ）でした。（爆）三人の中で最も漢らしかった。

◎「天国で会いましょう」

最後の面会するシーン・・・あれがよかった。最後にモーアに涙の言い訳をするゾフィーがなんとも・・気が強いといいますか、それともあれはモーアに対する気遣いだったのかもしれないと思ったり。

そして三人で抱き合うシーン。このときには干禁もすっかりいい顔になっていた。いい顔というか、覚悟を決めた漢（おとこ）の顔ですな。うむ、干禁から関平くらいに昇格させておこう。
そして最後の・・・なんていうか私、死刑ってもうちょっと荘厳に（？）行われるもんだと思ってたんだけど・・・えぇぇなにあの無機質さ！？たしかゾフィーは一番背筋を伸ばして死刑台に向かった・・みたいな記録が残っているはずなので、もっとそこを出せばよかったのでは・・・？！と思いました。

あとあのあとのこと、戦後のことをもっと詳しく書いてほしかったなぁ・・最後に。いかにナチスが間違っていたということが証明されたかとか、あの裁判長がどうなったのかとか！（爆）

ゾフィーが裁判で「今にあなたがこの席に座ることになるわ」って言ってたけど・・。

今ドイツでは「ハイルヒットラー！」とかやるだけで逮捕されるそうですね。

ゾフィーの言うとおり、価値観はまったくひっくり返ってしまったのです。そこがすごい。

自分が正しいと思う道を貫く・・・法よりも先にあるのは「良心」。

これ、法律家になろうとしている人に見てほしいですね！！うん、ぜひ見てほしい。

でもたしかにゾフィーって三国武将に比肩するほどすごいけど、実は普段は青春を謳歌している普通の女子学生なんだって、そこがまたよいですよねー。誰だって、ああいう風に強く生きられるんだと。
・・・って感じなんですけどねぇ・・・私が思うのは、あれ何とかならなかったのかね？本当にああいう結末しかなかったのかね？

―そもそも、あの計画自体が不完全で悪く言うとズボラ・・というか、若気のいたりというか・・・

あのビラ配り・・・残った分はいったん持って帰って機会をうかがうとか、そういうことはできなかったのかね？それにわざわざ危険な場所・時間帯を選んで行っているわけで・・・これはハンスの計画が不完全だったと言わざるをえないでしょう・・。しかも自分だけならいいけど妹まで巻き込んで・・・

『卑劣にも妹まで巻き込んだ』そこだけは裁判長の意見に賛成！（笑）
やるんだったらもうちょっと完全犯罪（？）を狙うべきですよ・・・ちょっと無謀・・だったんじゃないだろうか。

学生運動・・・ナチスに対して何かしたい気持ちはわかるけど・・ナチスを倒す力があるならいいんだけどそうでないなら挑むのは無理がある話で・・・自分だったらおんなじことはしないなあ。仲達みたいにひたすら機会をうかがって完全に準備を整えてから行動を起こす・・・じゃないと結局力の差は明らかなわけだから、結局何もできないで終わってしまうことになって・・・無駄になってしまうんじゃないかと。
仲達は魏の皇帝が暴君になったときに忠臣たちに言っています。「―国を支える忠臣は少ない、陛下に諌言して命を落とすな―」一理あるんじゃないかと思います。

・・・まあでもとりあえず本物のゾフィーさんもユリア・イェンチさんも素敵だったからいいでしょうということで。（笑）

いろいろ考えさせられる映画ではありましたー。
